
発行 兵庫県明石市北朝霧丘2-8-34
橘雄三方「陳舜臣さんを語る会」

Tel.078-911-1671

編集 「陳舜臣さんを語る会通信」編集委員

発行日 2024年11月20日

http://www.eonet.ne.jp/~yuzo/

陳舜臣さんを語る会通信

NO.129 Nov. 2024

いくつかの陳舜臣観、陳舜臣論の紹介
陳舜臣さんを語るとき、＂中国人作家＂、＂華人作家＂、＂台湾系華人作家＂、＂台裔作家＂などの冠詞が

付き、また、氏の小説作法から、複眼作家、コスモポリタンなどと表現されます(例えば下にあげた「正平調」)。

また、学者、研究者のオリジナルな陳舜臣観、陳舜臣論もあります。これらについて、順不同で紹介いたし

ます。※台裔とは「台湾出身あるいは台湾を経由して海外に渡った華僑・華人の子弟」という意味です。

1．稲畑耕一郎著『境域を越えて 私の陳舜臣論ノート』

「
陳
舜
臣
論
」
と
い
う
言
葉
を
含
む

書
名
の
本
は
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

稲
畑
耕
一
郎(

当
時
、
早
稲
田
大
学
教

授)

著
『
境
域
を
越
え
て

私
の
陳
舜
臣

論
ノ
ー
ト
』
（2

0
0
7

創
元
社
）
も
、

「
ノ
ー
ト
」
と
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
ノ
ー
ト
」
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
大
江

健
三
郎
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
や

『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
を
思
う
が
、
「
ノ
ー

ト
」
は
通
常
、
書
き
留
め
た
も
の
、
記

録
、
手
記
、
覚
え
書
き
と
い
っ
た
意
味

合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
。

『
境
域
を
越
え
て…

』
も
、
「
陳
舜

臣
論
」
と
言
い
切
る
ま
で
に
は
熟
し
て

い
な
い
、
昇
華
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

陳
舜
臣
全
集
に
は
、
『
陳
舜
臣
全
集
』

全
二
十
七
巻
（
講
談
社

1
9
8
6

～8
8

）

と
『
陳
舜
臣
中
国
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
全

三
十
巻
（
集
英
社

1
9
9
9

～0
1

）
の
二

つ
あ
る
が
、
稲
畑
氏
は
双
方
の
編
集
に

深
く
関
わ
ら
れ
た
。

『
境
域
を
越
え
て…

』
は
前
編
十
六

章
、
後
編
十
章
か
ら
な
る
。
「
後
記
」

で
稲
畑
氏
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

前
編
の
文
章
は
、
『
陳
舜
臣
全
集
』

全
二
十
七
巻
の
通
巻
の
解
説
と
し
て
書

い
た
も
の
で
あ
り…

。
後
編
の
文
章
は
、

雑
誌
の
書
評
や
文
庫
の
解
説
と
し
て
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
大
半
は
、
集

英
社
の
『
陳
舜
臣
中
国
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』

全
三
十
巻
の
毎
巻
末
に
「
自
作
の
周
辺
」

と
し
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
境
域
を
越
え
て…

』

の
巻
末
に
「
対
談
存
目
」
と
し
て
、
陳

舜
臣
さ
ん
と
の
、
三
十
六
回
の
対
談
目

録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
に
、

陳
舜
臣
さ
ん
と
ま
と
ま
っ
た
話
を
さ
れ

た
方
は
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

陳
舜
臣
さ
ん
の
「
稲
畑
耕
一
郎
『
一

勺
の
水
』
書
評
」
『
含
笑
花
の
木
』
に

次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
興
味
深
い
。

稲
畑
氏
と
四
川
、
雲
南
を
と
も
に
旅

し
た
と
き
、
「
こ
ん
な
大
名
旅
行
は
は

じ
め
て
で
す
」
と
、
彼
が
言
っ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
大
名
旅
行
と
い
っ
て
も
、

飛
行
機
を
利
用
し
、
ま
ず
ま
ず
の
ホ
テ

ル
に
泊
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

稲
畑
氏
に
し
て
み
れ
ば
、
中
国
を
知
る

た
め
に
は
、
も
っ
と
民
衆
に
近
づ
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

二玄社 表紙



西 中 東

二
階

ポルトガル人ピアノ教
師(アルナルド・モッタ)
と息子マルスケ(マル
セリーノ・モッタ)

終戦後に入居した白
系ロシア人家族。老
夫婦と30歳に近い
息子、その妹

ラシャの行商をしてい
るトルコタタール人と
息子アリー・バヤル、
その妹ファティマ

一
階

広東料理コック夫婦と
息子張彰仁、その弟、
妹、居候の彭増嘉

管理人友島あき子と
息子隆夫

清原織雅
この部屋で生まれる

「外人長屋」住人
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樋口大祐氏執筆の新聞記事【アジール(避難所)としての海港都市神戸】を取り上げます。ここで、氏は、

神戸港を「アジール」（避難所）という視点でとらえ、陳舜臣著『他人の鍵』に描かれた「外人長屋」に住

むルーツの異なる貧しい家族に言及しています。『他人の鍵』については、本通信No.68をご一読ください。

2．樋口大祐氏執筆の新聞記事【アジール(避難所)としての海港都市神戸】

60
年
代
に
書
か
れ
た
陳
舜
臣
『
他

人
の
鍵
』
に
は
、
か
つ
て
こ
の
地
域

に
少
な
く
な
か
っ
た
貧
し
い
外
国
人

家
族
が
登
場
す
る
。
北
野
天
神
下
の

「
外
人
長
屋
」
で
、
白
系
ロ
シ
ア
人

の
母
に
育
て
ら
れ
た
若
い
女
性
・
清

原
織
雅(
お
り
が)

は
、
日
本
人
の
豪

商
の
愛
人
に
な
っ
て
戦
時
下
を
生
き

延
び
る
が
、
戦
後
、
自
身
の
運
命
を

開
く
た
め
に
進
駐
軍
の
青
年
を
誘
惑

し
、
邪
魔
に
な
っ
た
豪
商
を
殺
す
た

め
に
そ
の
邸
に
忍
び
込
む
。

小
説
は
「
外
人
長
屋
」
に
住
む
織

雅
の
幼
な
じ
み
た
ち
の
視
点
を
通
し

て
進
行
す
る
。
広
東
料
理
の
コ
ッ
ク

の
息
子
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ピ
ア
ノ
教

師
の
息
子
、
ラ
シ
ャ
の
行
商
を
し
て

い
る
ト
ル
コ
タ
タ
ー

ル
人
一
家
の
兄
妹
、

管
理
人
で
あ
る
五

島
出
身
の
単
身
女
性
の
息
子
。
ル
ー

ツ
の
異
な
る
幼
な
じ
み
た
ち
は
「
自

分
た
ち
が
ま
わ
り
か
ら
支
え
ら
れ
ず

に
、
浮
き
上
が
っ
た
存
在
で
あ
る
」

と
感
じ
つ
つ
、
ぎ
こ
ち
な
い
神
戸
弁

を
駆
使
し
て
生
き
て
い
る
。

「
他
人
の
鍵
」
は
観
光
地
に
変
貌

す
る
以
前
の
北
野
を
舞
台
に
、
移
民

２
世
の
青
春
の
陰
翳
を
印
象
深
く
描

き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。(

神
戸

大
人
文
学
研
究
科
教
授

樋
口
大
祐)

【
ア
ジ
ー
ル(

避
難
所)

と
し
て
の
海
港
都
市
神
戸
】

2022

年
３
月
12
日
神
戸
新
聞(

夕
刊)

よ
り
抜
粋
引
用

「外人長屋」の面影を感じさせる仏蘭西館
(於：北野町 編集委員撮影)

(編集委員作成)

3．『杭州菊花園』徳間文庫「解説」（川村湊） キーワードは「ディアスポラ（離散民）」

近
年
、
文
学
や
思
想
の
研
究
の
世
界
で
は
、
「
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
（
離
散
民
）
」
と
か
「
サ
バ
ル
タ
ン
（
被
抑
圧
者
）
」

と
い
っ
た
言
葉
が
流
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ニ
ア
リ
ズ
ム
と
か
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
っ

た
術
語
も
、
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
今
ま
で
の
単
な
る

文
化
の
研
究
と
は
違
っ
て
、
文
学
作
品
や
文
化
現
象
と
し
て

表
面
的
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
「
文
化
」
が
い
か
に
「
政
治
」

に
浸
透
さ
れ
て
い
る
か
、
「
文
化
」
と
い
っ
た
上
部
構
造
が
、

政
治
的
な
抑
圧
構
造
や
政
策
の
〝
影
響
〟
を
受
け
て
い
る
か

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
一
国
の
、
あ
る
い
は
民
族
の
文
化
研

究
を
行
う
も
の
で
、
社
会
学
、
文
化
人
類
学
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
な
ど
の
成
果
を
援
用
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
少
数
民
族
、

社
会
的
少
数
者
）
や
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
弱
者
や
被
抑
圧

者
に
対
す
る
「
文
化
研
究
」
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

陳
舜
臣
氏
の
主
に
一
九
七
〇
年
代
に
書
か
れ
た
短
篇
を
集

め
た
本
書
を
読
ん
で
、
そ
の
発
表
当
時
に
日
本
に
「
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
が
入
っ
て
い
た
ら
、
ま
さ
に
そ
の

研
究
対
象
と
し
て
ぴ
っ
た
り
の
文
学
作
品
と
し
て
珍
重
さ
れ

た
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
七
篇
の
短
篇
小
説
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
日
本
人
で
は
な
い
（
非
日
本
人
）
主
人
公
も
し
く
は
語

り
手
を
持
ち
、
作
品
の
舞
台
も
中
国
の
杭
州
で
あ
っ
た
り
、

北
京
の
骨
董
街
・
琉
璃
廠
で
あ
っ
た
り
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
ウ
ル
ム
チ
で
あ
っ

た
り
し
て
、
い
か
に
も

「
ポ
ス
ト
植
民
地
主
義

(

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム)

」

的
で
あ
る
。

『
杭
州
菊
花
園
』
徳
間
文
庫
版
「
解
説
」
川
村
湊

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
し
て
の
陳
舜
臣
作
品

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

文
庫
版
表
紙→
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目
次
に
沿
っ
て
、
各
節
、
要
約
い
た
し
ま
す
。

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆
。

ま
ず
、
歴
史
小
説
を
時
代
背
景
に
よ
っ
て
四
分
類

【
第
一
グ
ル
ー
プ
】
一
〇
～
一
四
世
紀
に
お
け
る
、
遼
・

金
・
元
や
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
背
景
と
す
る

『
耶

律
楚
材
』
『
桃
源
郷
』
等

【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
一
六
世
紀
～
一
七
世
紀
の
所
謂
、

明
末
清
初
の
時
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
を
背
景
と

す
る
『
風
よ
雲
よ
』
『
旋
風
に
告
げ
よ
』
『
琉
球
の

風
』
『
叛
旗

小
説
李
自
成
』
等

【
第
三
グ
ル
ー
プ
】
晩
清
以
後
の
近
代
中
国
と
世
界
を

背
景
と
す
る
『
阿
片
戦
争
』
『
太
平
天
国
』
『
天
球

は
翔
け
る
』
等

【
第
四
グ
ル
ー
プ
】
一
九
三
七
年
か
ら
始
ま
る
日
中
戦

争
の
前
後
の
時
代
を
背
景
と
す
る
『
残
糸
の
曲
』

『
青
雲
の
軸
』
『
桃
花
流
水
』
等

※(

注)

で
、
『
山
河
在
り
』
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

樋
口
論
文
「
多
重
所
属
者
の
軌
跡

…

」
は
前
述
【
第
四
グ
ル
ー
プ
】
の

三
作
品
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
抜
粋
引
用
し
ま
す
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
小
説
の
構
造
・

要
素
を
、
主
に
①
出
生
の
秘
密
（
強

い
ら
れ
た
複
数
性
）
、
②
自
己
の
道

の
探
求
（
投
企
と
断
念
）
、
③
結
末

と
新
た
な
反
復
の
予
感
、
の
三
点
に

留
意
し
な
が
ら
検
討
し
、
主
人
公
で

あ
る
多
重
所
属
者
の
語
ら
れ
方
に
つ

い
て
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

樋
口
論
文
を
離
れ
て
、
先
に
、
本
号
の
一
頁
に
あ
げ

た
稲
畑
耕
一
郎
著
『
境
域
を
越
え
て

私
の
陳
舜
臣
論
ノ
ー

ト
』
の
記
述
を
引
用
し
ま
す
。

そ
の
頃
、
金
の
無
心
に
現
わ
れ
た
養
母
か
ら
、
修
平

は
関
家
と
は
血
縁
関
係
は
な
く
、
菊
子
と
日
本
人
と
の

間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
る
。

日
中
両
国
の
血
を
享
け
た
も
の
と
し
て
、
激
動
す
る

時
代
の
荒
波
の
中
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
懸
命
に
生

き
よ
う
と
し
て
き
た
修
平
は
、
こ
の
言
葉
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
る
。
果
た
し
て
、
自
分
は
何
者
な
の
か
ー
。

出
生
の
秘
密
、
血
の
証
明
の
た
め
に
、
修
平
は
一
層
深

い
苦
悩
を
抱
く
。…

。

作
者
陳
舜
臣
は
、
主
人
公
を
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
複
雑

な
境
遇
に
生
い
た
っ
た
者
と
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
（
同
著p

.1
81

）

次
に
、
樋
口
論
文
に
戻
り
、
こ
の
節
の
見
出
し
、

「
み
な
し
児
は
海
港
を
め
ざ
す
」
に
関
係
す
る
記
述
を

引
用
し
ま
す
。

修
平
の
物
語
が
特
異
な
の
は
、
彼
の
新
し
い
「
環
境
」

が
日
本
・
中
国
・
台
湾
と

い
う
相
異
な
る
立
場
に
ま

た
が
る
、
海
港
都
市
の
外

国
人
家
庭
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
が
一
九
三
〇
年
代
と
い

う
時
代
と
あ
い
ま
ち
、
彼

の
軌
跡
が
時
代
の
大
き
な

激
動
と
交
差
す
る
必
然
性

を
生
み
出
し
て
い
る
と
い

え
る
。

こ
の
節
、
「
日
本
語
で
小
説
を
書
く
作
家
・
陳
俊
仁

は…

、
出
生
地
は
神
戸
だ
が
故
郷
は
台
湾
で
あ
る
。
子

供
の
頃
、
家
の
内
と
外
で
違
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い

る
の
が
自
分
の
家
だ
け
だ
と
知
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
」
で
始
ま
り
、
主
人
公
を
多
重
所
属
者
と
し
て
と
ら

え
、
記
述
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
次
の
文
章
が
続
く
。

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
な
の
で

は
な
い
。
「
自
分
が
ほ
か
の
子
供
と
お
な
じ
で
な
い
」

こ
と
を
何
度
も
確
認
し
て
い
く
体
験
の
中
で
、
自
覚
的

な
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
な
る
の
だ
。

ま
た
、
こ
ん
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

小
説
は
戦
争
が
終
わ
り
、
ジ
ョ
ン
兄
妹
た
ち
と
「
新

し
い
時
代
」
の
到
来
を
喜
び
合
う
と
こ
ろ
で
終
る
。
し

か
し
、
「
新
し
い
時
代
」
と
は
「
祖
国
の
懐
に
抱
か
れ

る
時
代
」
と
い
う
意
味
か
。
そ
れ
と
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

で
あ
る
彼
ら
が
、
そ
の
属
性
を
封
じ
込
め
ず
に
生
き
て

い
け
る
時
代
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。

こ
の
節
で
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
述
語
が
何
度

も
出
て
き
ま
す
。
通
常
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
よ
う
に
、
世
界
に
「
撒
き
散
ら
さ
れ
た
」
人
々

を
い
う
語
の
よ
う
で
す
が…

。

な
お
該
論
文
は
緒
形
康
編
『
一
九
三
〇
年
代
と
接
触

空
間

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
思
想
と
文
学
』(2

00
8

双
文
社

出
版)

所
載
で
す
。

残
る
次
の
二
つ
の
節
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

四

『
桃
花
流
水
』
二
重
ス
パ
イ
の
眼
差
し
に
よ
る
日
中

戦
争

五

多
重
所
属
者
の
未
来

4．樋口大祐論文「多重所属者の軌跡―陳舜臣の1930年代小説と華人ディアスポラ」

一

は
じ
め
に

二
『
残
糸
の
曲
』

み
な
し
児
は
海
港
を
め
ざ
す

三
『
青
雲
の
軸
』

「
待
機
」
の
中
の
青
春

神戸港の風景
朝日新聞社『残糸の曲』挿し絵
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笹
沼
俊
暁
氏
は
日
本
文
学
研
究
者
で
、

さ
さ
ぬ
ま
と
し
あ
き

台
湾
・
東
海
大
学
の
教
授
で
す
。

各
項
ご
と
に
、
編
集
委
員
が
気
に
な
っ

た
箇
所
を
抜
粋
・
転
載
い
た
し
ま
す
。

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆
。

１

二
〇
一
五
年
に
な
っ
て
ま
も
な
く
、

作
家
・
陳
舜
臣
が
亡
く
な
っ
た
。…

。

一
九
九
〇
年
に
日
本
国
籍
を
取
得
す
る

も
、
依
然
と
し
て
中
華
民
国
国
籍
を
も

ち
、
神
戸
在
住
の
代
表
的
な
華
僑
作
家

と
し
て
名
高
い
。
私
は
、
数
年
前
か
ら
、

こ
の
陳
舜
臣
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
い

つ
か
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
を
ま
と

め
て
み
た
い
と
考
え
、
少
し
ず
つ
準
備

を
続
け
て
き
た
。

２

陳
舜
臣
は
、…

、
司
馬
遼
太
郎
ら
と

な
ら
び
戦
後
最
大
の
歴
史
小
説
作
家
の

一
人
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
司
馬
遼

太
郎
が
没
後
に
「
国
民
作
家
」
な
ど
と

も
て
は
や
さ
れ
た
の
に
比
べ
る
と
、
日

本
メ
デ
ィ
ア
の
陳
舜
臣
逝
去
に
対
す
る

反
応
は
、
奇
妙
な
ま
で
に
ひ
か
え
め
で

あ
る
。
政
治
思
想
に
か
か
わ
る
時
事
問

題
へ
の
直
接
的
な
発
言
に
よ
る
話
題
性

が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
「
嫌
韓
嫌
中
」

を
煽
る
書
籍
が
氾
濫
し
、
露
骨
な
排
外

主
義
を
政
権
が
事
実
上
権
力
基
盤
と
し
、

し
か
も
そ
れ
が
さ
し
て
問
題
に
さ
れ
な

い
よ
う
な
昨
今
の
社
会
風
潮
も
、
「
華

僑
」
「
中
国
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
文
学
主
題
の
一
つ
と
し

た
陳
舜
臣
に
対
す
る
冷
淡
さ
の
背
後
に
、

な
い
と
は
い
え
ま
い
。

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
日

本
国
内
で
は
、
中
国
の
経
済
大
国
化
の

「
脅
威
」
が
し
ば
し
ば
強
く
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
「
尖
閣

諸
島
」
「
反
日
デ
モ
」
「
環
境
汚
染
」

「
言
論
弾
圧
」
な
ど
の
問
題
を
連
日
取

り
上
げ
、
中
国
の
経
済
発
展
や
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
膨
張
の
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
を
、

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
報
道
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、

歴
史
修
正
主
義
と
排
外
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
急
速
に
強
大
化
し
、
猛
威
を
振
る

う
現
在
の
日
本
の
状
況
に
お
い
て
、
中

国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
族
資
本
の
形

成
を
根
幹
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
と
す

る
陳
舜
臣
文
学
は
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
に

お
い
て
、
「
話
題
と
し
づ
ら
い
」
と
観

念
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ

が
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
陳
舜
臣
死
去
の
ニ
ュ
ー

ス
を
冷
や
や
か
な
も
の
に
し
て
い
る
理

由
の
一
つ
な
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
陳
舜

臣
の
作
品
を
み
る
と
、
む
し
ろ
、
国
家

や
民
族
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
が
強
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
。以

下
略
。

実行委員会編『生誕100年記念 陳舜臣さんが語り

かけるもの 2024』(p.8-9)より引用します。下線は

編集委員の加筆。

陳舜臣氏の小説は単行本として出版された後、大
半が数年後に文庫化されている。彼の小説は神戸を
舞台とする推理小説と、中国史を背景とする歴史小
説が多いが、いずれも現代の平均的日本人読者が簡
単には感情移入しにくい内容の物語であり、それら
の大半が文庫化されていることはかなり特殊な現象
であるということができる。
そこには、卓抜なストーリーテラーとしての陳氏

の才能や、日本語を母語としない台湾人移民の三世
である陳氏が、日本の読書市場に切り込むために、
敢えて戦略的に平易な日本語を物語の文体として選
択したという事情が存在していると思われる。が、
おそらくそれだけではない。
特に前者の推理小説群の場合、語り手や読者に対

してまず事件と関連する「謎」が提示され、視点人
物によって徐々に、当初覆われていた「真実」が解
明されて行くという物語の構造が存在する。その構
造は、1930～40年代の日中戦争の時期における神戸
華僑の引き裂かれた（二重化された）存在形態と、
それを戦後の平和な時代の視点で語り直す営為と重

なる部分を持っている。戦前の神戸華僑にとって、
日中の対立の中で引き裂かれたことは悲劇的な体験
であったにちがいない。しかし、1930～40年代を
「強いられた多重所属」者として神戸で過ごした
（自伝的小説『青雲の軸』等参照）陳氏は、両者の
構造が相似形をなすことを逆手に取ることで、その
推理小説に（他の日本人作家には望みえない）異様
な歴史的リアリティを与えることに成功したのでは
ないだろうか。後年の彼の歴史小説においては、個々
の民族を超えた人類の共存をめざすスタンスを持つ
登場人物が描かれ、そのことを作者のポジティヴな
思想の表われとして受け止
める傾向があるように思わ
れる。しかし彼の創作活動
の原点に、日中戦争時期の
トラウマ的な経験があるだ
ろうことはいくら強調して
も強調しすぎることはない。
彼の創作活動には、日中戦
争下で在日華僑が被った歴
史的な苦難の代償としての
意味合いが含まれているの

ではないだろうか。

6．笹沼俊暁論文「国家を超える学問の力を ―陳舜臣ノート」『社会文学』(42)2015

5．「多重所属の物語作家として」 樋口大祐(神戸大学大学院人文学研究科教授・日本語文学)
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７． 垂水千恵論文「台裔作家が描く台湾表象‐陳舜臣・東山彰良を中心に‐」

垂水千恵氏略歴■1957年生まれ。台湾文学研究者。現在、横浜国立大学名誉教授。

本稿は 2016 年 5 月 25、26 日に台北で開催された国立東華大学華文文学系主催「第七屆「文學傳播與接
受」國際學術研討會」における報告論文、「台裔作家的台灣／中國書寫――以陳舜臣、東山彰良為中心」の日

本語原稿に加筆訂正を加えたものである。（論文中の注1） ※ネットで検索できます。

引用文中の下線及び番号は編集委員の加筆です。

2015 年 7 月、東山彰良が『流』によって第 153
回直木賞を受賞したことは、邱永漢、陳舜臣に続く
三人目の台湾出身者の直木賞受賞として、台湾でも
大きな話題となった。本稿はこれら三人の作家のう
ち、特に「ミステリー」作家という観点から陳舜臣
と東山の類似性に着目し、「台裔」という身分が彼
等のエクリチュールにどのように反映しているのか、
という問題を、台湾表象に注目して論じるものであ
る。

「台裔」/「台湾出身あるいは台湾を経由して海外に
渡った華僑・華人の子弟」という地理的意味合いに

限定して「台裔」という呼称を用いる。(論文注1)

エクリチュール/書体、文体というほどの意味か。

台湾表象/難解な言葉です。しかし、論文中の「中

国語要旨」では、次のとおり臺灣書寫、日本語訳す

ると、台湾描写としか表現されていない。

以「推理小説」作家的觀點，聚焦於陳舜臣和東山
彰良的相似性，進而探討「台裔」之身份如何反應在
他們的作品上的臺灣書寫。

この章ではデビュー作『枯草の根』（1961）の翌

年に発表された『怒りの菩薩』を取り上げている。

抜粋引用します。

松本清張は『影は崩れた』（1966）の「解説」に
おいて「神戸ばかりを舞台にしていた作者として、
台湾にふさわしい謎は是非書きたかったものだろう
が、これを読んだ観音村出身の留学生から、「拝啓
陳舜臣殿」という七十枚の詰問状が舞いこんだ。①
作者の政治意識を弾劾したものだったそうだが、お
陰で氏は、エンターテイメントの作品には台湾を使
うまいと決心した由である」と述べている。確かに
台湾を舞台としたミステリーは『怒りの菩薩』しか
ない②だけに、陳の台湾表象を考察する上では抜か
すことのできない重要な作品であると言える。

『怒りの菩薩』については『陳舜臣さんを語る会通

信』No.3で、更に下線①については、同通信No.48で

取り上げていますのでご一読願います。また、下線

②ですが、長編ではそうですが、短編ではいくつか

あります。「シンカンの若者」(本通信No67)、「祖

師廟にて」(No71)、「鉛色の顔」(No74)、「望洋の

碑」(No83)などがそうです。推理小説ではありませ

んが、「潜伏者」(No117)も台湾を舞台にしています。

続けて、少し長くなりますが引用します。

主人公の「私」には、1946年3月から1949年10
月までの約３年半を故郷の新荘で過ごした陳自身の
心境がかなり投影されていると考えていいだろう。
汪精衛陣営に寝返った漢奸、国民党の将校、日本
帰りの台湾人留学生、中国大陸で抗日活動に参加し
た台湾人、皇民化運動に協力した台湾人有力者、そ
して引き揚げを待つ日本軍兵士など、終戦直後の台
湾における様々な民族的立場の人物が書き込まれて
いるという意味でも、『怒りの菩薩』は非常に興味
深い作品である。「観音村出身の留学生」は一体ど
ういう立場から「作者の政治意識を弾劾」したのだ
ろうか。
まず、考えられるのは、『怒りの菩薩』の随所に
現れる、国民党および外省人に対する距離感である。
まず台湾に帰郷したばかりの「私」には「中国の兵
隊」が「見ばえがしない」「間のびのした顔つき」
（集英社1985版p.27）に映る。また「戦後、大陸
から渡ってきた連中は、きわめて評判がわるい。台
湾に帰って二日もたたないうちに、私は彼らをのの
しる「ブタ」という言葉を、なんべんも耳にした」
（p.77）。崔上校と葉中校に対しては最初は好印象
を持ち、「これが中国人だ。これこそ中国人だ」（p.
78）と「感激」するものの、本音では「印象は悪く
ないのだが、なんとなく気が許せないのである。わ
れわれが胸襟をひらいて語りあえるのは、結局、環
境や生活様式を同じくする人たちだけではないだろ
うか？」（p.192）と考え
ている。やがては「植民地
的な統治に、われわれ台湾
人がどんなに抵抗を感じる
か、蒋介石は知らんのでしょ
うな？」(p.260)と国民党
政府に対する批判をはっき
りと口にする。しかも、結
局林景維の犯人は崔上校で
あり、もし、その手紙を書
いた留学生が…。

(次頁に続く)

《1．「要旨」》

《2．論文「４ 陳舜臣作品における台湾表象」》

集英社文庫版の表紙



楊輝銘

日本に留学、大学卒業後、日本で就職。
終戦の翌月に結婚し、半年が過ぎたばか
り。1946年春、新妻林彩琴を伴って台北

に帰郷

林彩琴
台北からバスで20分ほどのところ、菩薩
庄の大地主、林家の娘。楊輝銘の妻。日
本に留学、女専を卒業

林珠英 林彩琴の姉

林景維

林家の長男、彩琴の兄。東京に留学、そ
の後、日本の植民地統治に反抗して、陸
宙と語らって大陸へ。両親は、陸宙がそ
そのかしたと思っている

陸宙 陸家の長男

陸枢堂
陸家当主。陸家は、代々地主で、「書
院」を経営する。名望家

陸杏 陸宙の妹。林彩琴の親友

崔上校 事件を捜査する警備司令部の将校

葉中校
事件を捜査する警備司令部の将校。崔上
校の部下

『怒りの菩薩』登場人物 (編集委員作成)

（前頁より続く）

もし、その手紙を書いた留学生が国民党寄りの人
物であれば、確かに「作者の政治意識を弾劾」した
くなるかもしれない。が、逆に「観音村出身」の非
常に本土意識の強い「留学生」であれば、日本帰り
の「私」と国民党の軍人が「戦乱の時代を、よくぞ
生きのびてきたという感慨」（p.132）を分かち合い、
「これが中国人だ。これこそ中国人だ」（p.78）と
感激する、という設定に腹を立てたのかもしれない。
実際、この「私」の語りには一貫性がなく、その

設定も成功しているとは言いがたい。「戦乱の時代
を、よくぞ生きのびてきたという感慨が、二人のあ
いだに共通している。相似た経験をもつ者同士は、
強い共感と親しみを、互いに抱くことができるらし
い」（p.132）などという「ひとの話を信じやすい純
な青年」（p.283）であるため、崔上校のアリバイ作
りに利用される人物と設定されていながら、その後
では特に理由もなく「中国の版図に復した台湾人は、
新しい不幸を背負った」「（外省人とのつきあいは）
まことにわずらわしいことである。ことに、疲れて
いるときなど、彼らの相手をする気にはなれない」
（p.193）などと逆の感想を漏らしたりもしている。
つまり、「私」の語りには設定をはみ出して、作者
陳舜臣の本音が現れた、と思われる部分が多い。ま
さに松本が伝えているように「故郷を舞台としたた
め、詠嘆が多かった」のであり、そのことを陳自身
も自覚し、失敗作として全集には収録しなかったの
かもしれない。

以上、「台裔作家」東山彰良と陳舜臣が、ミステ
リー作品において台湾を如何に描いているか、とい
う問題について論じてきた。真相への距離が台湾と
中国の政治的距離と重なられている東山『流』に対
し、陳の場合は、台湾表象において忌避や混乱が見
られる、という違いがある。それはこの両者が同じ
「台裔作家」といえど、1987 年の戒厳令解除をは
さんだ全く異なる時代を生きてきたことによるもの
である。
陳は、台湾を題材としては『枯草の根』の水準を

維持したミステリーを描くことはできなかった。だ
が、それは決して陳が神戸育ちで、台湾を知らなかっ
たからではない。むしろ事情は逆であって、自伝
『道半ば』に詳述されているように、20代前半の19
46年3月から1949年10月までを故郷新荘で過ごし、
自ら二二八を含む戦後台湾の激変を体験したからで
ある。この台湾体験を作品化するのにふさわしいジャ
ンルは、「生物的体質」を持つ「ふつうの小説」で
なければならなかった。しかし、1987年まで続いた
台湾での戒厳令が影響したのであろうか。陳が「ふ
つうの小説」において戦後の台湾を正面から描くこ
とはなく、台湾への思いを封印したまま、彼の関心
は中国歴史小説へと向かっていった。もし2015年1
月に死去した陳舜臣が、同年5月刊行の『流』を読ん
でいたらどんな感想を持ったのだろうか？ 戒厳令解
除以降の台湾民主化を背景とする東山の闊達さに、
深く羨望の吐息を漏らしたのではないだろうか。
『怒りの菩薩』刊行の約10年後、陳は自分は日本人
か、中国人か、というアイデンティティの不安を抱
えた神戸の華僑・関修平を主人公とした歴史小説
『残糸の曲』(1971)を発表している。1961年「枯
草の根」でデビューして以来、推理小説を中心に執
筆してきた陳が中国歴史小説に向う分水嶺に位置す
る作品と言える。
（この作品で）陳は修平が
上海で台湾独立運動を行う
実姉と再会し、自らの進む
道を決意する、という結末
を用意している。陳が東山
のように正面から戦後台湾
を描くことはなかったかも
しれない。しかし、「中国」
歴史小説家として大成して
いく軌跡の中にも、台湾は
常に彼の「根」として存在
していたのである。
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７． 垂水千恵論文「台裔作家が描く台湾表象‐陳舜臣・東山彰良を中心に‐」（続）

《３．論文「５ まとめ」》
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